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朝日大学病院を受診された患者さまへ

通常、臨床研究を実施する際には、文書もしくは口頭で説明・同意を行い実施をします。臨床研究のうち、
患者さまへの侵襲や介入もなく診療情報等の情報のみを用い研究等については、国が定めた指針に基づ
き「対象となる患者さまのお一人ずつから直接同意を得る必要はありません」が、研究の目的を含めて、研
究の実施についての情報を公開し、さらに拒否の機会を保障することが必要とされております。　このような
手法を「オプトアウト」と言います。オプトアウトを用いた臨床研究は下記の通りです。なお、研究への協力
を希望されない場合は、下記文書内に記載されている各研究の担当者までお知らせください。

なし

消化器がんの周術期患者様を対象に，健康状態にどのような特性があるか
を検討させていただき，今後の作業療法の専門的な発展につなげていきた
いと考えております．

2018年1月から2019年1月

消化器がんの周術期患者様における健康的特性の検討

坂田崇好（リハビリテーション部　作業療法士）

患者様のカルテ情報やアンケート用紙（OSA，SF-8）を元に，健康特性の傾
向を検討致します．

リハビリテーション部より他の部門・病院外へは持ち出しません．

得られた情報はすべて匿名として扱わせていただきます．年齢・性別の公
開は可能性としてありますが，個人に不利益や危険性が及ぶことはございま
せん．

利益相反無し

研究代表者　リハビリテーション部　作業療法士　坂田崇好


